
 

 

（様式３） 

 

女性農業者活躍促進計画 

 

 

 

実施主体名 

 

のら×たん ゆらジェンヌ 

 

取組 
（１）女性農業者グループの活動支援  

構成員数 1４名（うち女性１４名） 令和３年７月７日時点 

 

１ 事業実施方針 

京都北部の農家に多く見られる伝統的家族経営においては女性農業者が経営者になっていくケー

スは少なく、無償労働の提供者としての役割がいまだに強く残っている。また女性の新規就農者

は、従来の男性中心の農業のやり方を教えられることが多く、農作業のきつさや経営方針、家事や

育児との両立に悩みを抱く人が多い。そこで私達は京都北部（福知山・綾部・舞鶴）の農業に携わ

る女性のつながりとして女性グループ「のら×たん ゆらジェンヌ」を自主的に結成した。私達「の

ら×たん ゆらジェンヌ」はこのグループでの活動や交流の中で、地方の抱える問題や現代社会の

課題解決に取り組み、地域活性を目指す。またグループ内で情報の共有や刺激をしあい、勉強会を

開催して、各メンバーの成長を目指す。そして女性活躍の場を広げ、女性農業経営者としての自立

につなげる。 

ゆらジェンヌの 2021 年度の活動は以下のとおりである。 

 

１．食育活動：きょうと食いく先生として認定を受けたメンバーを中心に、市内の小学校～高校で、

女性目線・母親目線そして農家目線で食の大切さを若い世代に伝え、一次産業の大切さを理解し興

味を持ってもらえるよう活動を行う。同時に自らの学びを深め、女性の活躍の場の拡大を目指す。 

 

２．勉強会： 

①SDGs の勉強会を通じて、社会や農村の問題を自分達に落とし込み、自分達だからこそできる

ことを見つけ、問題解決や地域活性化につなげる。 

②ブランディングや販売についての勉強会を通じて、消費者に寄り添う農家を目指し、自分たち

の育てる野菜の販路を広げる。その中の具体的な取り組みとして、京都で初めて GI 登録された京

のブランド産品である JA 京都にのくにの「万願寺甘とう」を生産するゆらジェンヌメンバーで、

自分たちの栽培した「ゆらジェンヌ甘とう」（仮名）を題材として取り上げ、販路開拓・ブランデ

ィングの勉強会を行い、最終的に商談会への参加を考えている。 

③農水省による働き方改革ワークブックを使って伝統的家族経営について考え直し、無償の労

働力の提供者ではなく、農業経営者の一員として自立を目指す。 

 

3．マルシェ：昨年好評だったゆらジェンヌマルシェを今年度も開催。野菜販売やコラボランチメ

ニューの提供に加え、きょうと食いく先生に認定されたメンバーを中心に、食育イベントの開催や

地域の高齢者の方にも楽しんでもらえるように、野点でのおもてなしを計画。（お茶の産地である） 

マルシェを通じて、農業女子グループ「のら×たん ゆらジェンヌ」の存在やその活動についての

周知を目指す。 
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4．2022 年３月に各メンバーの活動発表会を開催。個々の専門分野やビジネスプランをプレゼン。

人前で発表するためにはまず自分の中で考えをまとめ、聞いてくれる人の立場に立って内容を考

えなければならないので、お自分の成長につながる。また一般の人も参加可能にし、女性農業者の

思いや活動を知ってもらい、意見交換会を行う。 

プレゼン内容例：農業女子グループ「のら×たん ゆらジェンヌ」の活動報告、女性目線の農業経

営について、地域活性を目指したプロジェクト、農業研修女子の 1 年、若い女性の考えるこれから

の農業ビジネス、安心安全な食を目指して 等 

 

２ 女性農業者活躍に向けた実施体制 

「のら×たん ゆらジェンヌ」は 2020 年に自主的に結成した、奥京都と呼ばれる京都府福知山市・

綾部市・舞鶴市で活動している農業に携わる女性のグループである。 

代表世話人及び世話人計 5 名のうち、3 名が京都府認定の指導農業士、1 名が農業団体職員、1 名

が地域をまとめるコミュニティリーダー。 

地域の農業の活性化に向けて、女性農業者以外にも、栄養士や薬膳指導者、加工商品のコンテスト

受賞者(４名)、大型商談会出展常連農業者、京都府女性起業家賞の受賞者(2 名)も参加し、以下の

関係機関と連携を行い、生産から加工、販売を行うことのできるグループとなっている。 

【連携機関】 

・地元商工会：セミナー開催協力、女性起業家支援窓口によるサポート、販路開拓支援 

・農業改良普及センター：セミナー開催協力、ゆらジェンヌへの就農相談時の連携 

・農業会議：6 次化・商品開発時のサポート 

・JA：ゆらジェンヌの育てた「万願寺あまとう」として販売促進サポート 

・福知山市・綾部市：きょうと食いく先生による活動時に連携 

・FM 丹波：月に２回女性農業者の活動を発信する番組 

・産業支援センター：ゆらジェンヌ活動の情報発信の支援 

 

構成員 1４名中の女性農業者（女性農業経営者）は 5 名である。（研修生等を除く） 

 

３ 女性農業者活躍のため実施している取組及び今後の取組 

（１）女性の就農希望者、新規就農者の呼び込みに向けた取組 

内容 成果/目標 備 考  

 

 

 

【実施中の取り組み】 

① 新規就農を目指す研修者のサポート 

② 就農希望者の体験受け入れ・相談窓口 

③ ラジオによる女性農業者の情報発信 

【今後の取り組み】 

① 新規就農を目指す研修者のサポート 

② 就農希望者の体験受け入れ・相談窓口 

③ ラジオによる女性農業者の情報発信 

④ SNS による女性農業者の情報発信 

 

① 2020 年度女性 3 名 

② 2020 年度女性４名 

③ 月 1 回 

 

① 年間３名（目標） 

② 年間 5 名（目標） 

③ 毎月２回 

④ 毎月数回 
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⑤ 女性農業者の活動の発表会 

⑥ 農業関連の行政や団体との情報交換 

⑦ 団体ロゴマークシールの添付による女性農業

者グループの認知度アップ 

⑧ 活動内容を明記したチラシの配布 

⑤ 年 1 回（目標） 

⑥ 年 1 回 

⑦ 年間 1000 枚（目標） 

 

⑧ 年間 1000 枚（目標） 

 

（２）女性の新規就農者の農業や地域への定着に向けた取組 

内容 成果/目標 備 考  

 

 

 

【実施中の取り組み】 

① グループ LINE による情報交換 

② ZOOM による総会 

③ 中丹農業女子会による勉強会・視察会参加 

④ 地域活性化コンサルティング三科公孝先生に

よるセミナー（これからの地方農業について） 

⑤ 地域でのマルシェ開催 

 

【今後の取り組み】 

① グループ LINE による情報交換 継続 

② 総会（オンライン・オフライン） 

③ 地域でのマルシェ開催 

④ 先輩女性農家への視察・勉強会 

⑤ 京のブランド産品の女性生産者の勉強会 

⑥ 女性農業経営者育成のための農業経営勉強会 

 

① 随時 

② 2020 年 9 月 

③ 2020 年度 3 回開催 

④ 2020 年 9 月開催 

 

⑤ 2020 年 11 月開催 

 

 

① 随時 

② 年２回（目標） 

③ 年 1 回（目標） 

④ 年１回（目標） 

⑤ 年２回（目標） 

⑥ 年 1 回（目標） 

 

 

 

 

（３）女性農業者の活躍に向けた取組 

内容 成果/目標 備 考  

 

 

 

【実施中の取り組み】 

① 京都府指導農業者・女性農業者に認定 

② メンバーによるビジコン参加 

③ 女性農業者による講演 

④ 小学校での農業についての授業 

⑤ 地域でのマルシェ開催 

【今後の取り組み】 

① 京都食いく先生認定・食育活動 

② 取組発表会に向けたプレゼン練習及び発表会 

③ 都会でのマルシェ出店 

④ 販路開拓のための商談会参加 

⑤ 京都府福知山市 SDGs パートナー団体 

 

① 2020 年度 計 3 名 

② 2020 年度 2 名 

③ 2020 年度 4 回 

④ 2020 年度 1 回 

⑤ 2020 年 11 月開催 

 

① 年 3 名（目標） 

② 年３回（目標） 

③ 年 1 回（目標） 

④ 年 1 回（目標） 

⑤ 随時情報発信 
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４ 女性の活躍推進対策事業を活用した取組の計画内容 

（１）地域の女性ネットワークづくり、女性グループ活動 

 【計画内容】 

時期 内容（対象者・方法等） 備 考  

 

 

 

2021 年９～10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 1 月 

認知度 UP のためのチラシやシールの作成 

「のら×たん ゆらジェンヌ」の活動内容やメンバ

ーを多くの人に知ってもらうために 

① メンバーの販売商品にゆらジェンヌのロゴマー

クシールを貼る。 

② 活動内容のわかるチラシやゆらジェンヌ甘とう

のＰＲチラシ、野菜セットに添えるチラシなど

を作成し、商品に添えて、マルシェや連携機関

を通して配布。 

 

活動が活発な他地域先輩女性農業者グループ活動

の調査、視察 

視察先グループ（計画）：岡山農業女子グループ 

岡山農業女子の皆さんは、単なる生産者だけでな

く、女性農業経営者が多数所属しており、商談会参

加、マルシェ開催、食育活動など行政に頼らず自ら

行動されているので、直接話を聞き、女性ならでは

の農業経営についてなどを勉強させてもらいたい

と考えている。 

視察人数：1４名 

 

 

 

 

 

５ 女性農業者確保の目標 

事業実施年度翌年度までの 

女性農業者の新規確保人数 
           １０人 

（新規確保女性農業者の内訳） 

自営農業就業者 ５人、雇用就農者 ２人、アルバイト・ボランティア等 ３人 

  （注）必要に応じ、計画の詳細等を記載した資料を添付してください。 

   女性農業者は、新規参入者、自営農業就農者(結婚を機に就農された方含む)、雇用就農者、アル

バイト、ボランティア等の農業関連事業を含む年間 30日以上従事の女性とします。 

農業関連事業とは、農産物製造・加工、農畜産物の貯蔵、運搬、販売、農業生産資材の製造、 

農作業の受託、都市住民等の農作業体験施設の設置・運営や民宿業を含みます。 
 


